『野火』の精神症状 （下） by 岩坪 一
さ
て
．
八
デ
・
プ
ロ
フ
ン
デ
ィ
ス
」
の
章
で
幻
聴
が
発
現
し
た
が
、
当
初幻聴だけであった症状は本文の進行とともにより多彩になる。そ
（注酊）
こに現れる症状は精神分裂病の第一級症状と呼ばれるものである。
（注躯）
第一級症状は、考想化一癖・問答形式の幻聴・自己の行為に随伴し
〈挑調）
（注釦）
て口出しする形の幻聴・身体への被影響体験（作為体験）・田心考奪取
（注飢）
（瀧塊）
・その他の田心考領域での被影響体験・思考伝播・妄想知覚・感情や
衝動や意志の領域に現れるその他の作為、被影響体験である。この
うち「野火』本文で記述されているのは、自己の行為に随伴して口
出しする形の幻聴・身体への被影響体験・妄想知覚・意志の領域に
現れる作為体験である。
病の過程として『野火』を見た場合「二五光」の章は病勢憎悪
に向かう転機となっている。「一一一同胞」から「二四一一一叉路」で
は
三
好
行
雄
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
連
帯
」
が
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
間田村は大島隊所属の伍長の一団と共にパロンポンヘ向かうのであ
るが、その道で彼は安田と永松にも再会している。「’九塩」で
手
に
い
れ
た
塩
に
よ
っ
て
田
村
は
社
会
的
関
係
を
回
復
す
る
の
で
あ
る
。
の
み
『野火」の精神症状（下）
な
ら
ず
、
田
村
は
伍
長
と
出
会
う
こ
と
で
「
希
望
」
（
二
一
同
胞
）
す
ら
抱
くのであるが、パロンポン行きの「希望」はパロンポンヘの道の要
所であるオルモック街道を占拠する米軍によって絶たれる。「二五
光」は街道突破のために田村一等兵がまた独りになる箇所である。
この時田村に現れる症状は離人症であるが、ここではかなり作為
体験の傾向が強くなっている。左記の箇所である。
前方の湿原にも何も動く気配がなかった。何かの手違いで、み
なは突破を中止したのではないだろうか、と恐怖が私を捉えた。
その時前方の暗闇で音がした。飯念と剣の触れ合うような音で
あった。音に誘われるように私の足は前へ出た。
（二五光）
ついで「死の観念」が私を訪れた後、「神の観念」としてそれ以
岩
坪
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その直後に人物誤認が二度記載される。人物誤認は人物の同定の
障
害
で
、
未
知
の
人
を
知
人
と
誤
認
し
た
り
、
反
対
に
肉
親
や
知
人
を
知
ら
な
い
人
だ
と
言
っ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
精
神
分
裂
病
で
は
人
物
誤
認
は
妄
想
｛注劉）
（注弱〉
知
覚
な
い
し
妄
想
着
想
か
ら
生
ず
る
と
考
箪
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
記
載
さ
れ
る
人
物
誤
認
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
思
い
込
み
に
近
く
、
特
に
病
理
学
的
意
味
付
け
す
る
の
も
問
題
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
指
摘
す
る
（北弱）
のは、人物誤認が一一重身・替え玉の錯覚・自己像幻視の現象領域と
降で発展するきっかけとなる妄想知覚が生じる。「見られている」と
いう感覚がそれである。この妄想知覚が妄想として発展した場合が
（注鋼）
注
察
妄
想
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
後
展
開
す
る
「
神
の
観
念
」
は
妄
想
で
ある。以下はその「見られている」という妄想知覚の最初の発現の
箇所である。
私
は
不
意
に
心
が
軽
く
、
力
が
湧
く
よ
う
に
思
っ
た
ｐ
泥
か
ら
足
を
抜
く
、
、
動
作
の
一
つ
一
つ
も
、
最
早
私
に
は
ど
う
で
も
よ
い
、
任
意
の
も
の
と
感
じ
、
、
た。そして早く進んでいるような気がした。
こ
の
安
易
な
感
覚
に
伴
っ
て
、
一
つ
の
奇
妙
な
感
覚
が
生
れ
て
来
た
。
私
、
、
、
、
、
、
は
自
分
の
動
作
が
、
誰
か
に
見
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
た
。
私
は
立
ち
止
っ
た
。
し
か
し
音
も
な
い
暗
闇
の
泥
檸
の
中
で
、
私
を
見
て
い
る
者
が
い
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
私
は
す
ぐ
自
分
の
錯
覚
を
畷
い
、
再
び
前
進
に
戻
っ
た
。
（
二
五
光
）
傍
点
マ
マ
関
わ
り
を
も
ち
、
お
そ
ら
く
は
「
三
九
死
者
の
書
」
で
発
現
す
る
自
己
像
幻
視
の
症
状
面
で
の
伏
線
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
の
二
箇
所
で
あ
る
。
街
道
突
破
の
失
敗
の
後
、
「
二
六
出
現
」
の
章
で
降
伏
を
考
え
る
田
村
の
前にゲリラの比島女性兵士が現れて、田村は「死へ向っての生活」
を決意する。
「二七火」の章では最初の幻視が現れる。
「やられた」
と負傷を告げる声が聞えた。
「わ－つ」
と
叫
ぶ
声
が
、
立
ち
上
り
、
前
進
し
て
、
途
切
れ
た
。
私
は
再
び
そ
れ
が
伍
長だと思った。
（二五光）
人
の
吐
く
息
が
聞
え
た
。
さ
し
延
べ
た
私
の
左
手
は
前
に
行
く
者
の
剣
鞘
に触れた。思わずつかむと、その者は、
「煩せえな・附くな、附くな」
と
低
く
鋭
く
い
っ
た
。
伍
長
の
声
だ
と
私
は
思
っ
た
。
．
（二五光）
7０
対
象
の
な
い
恐
怖
、
要
す
る
に
不
安
が
こ
の
章
で
描
か
れ
て
、
情
緒
の
解
体
（注幻）
が
は
じ
ま
る
。
以
降
主
人
公
の
狂
気
は
さ
ら
に
進
行
す
る
。
上
脾
部
を
日
本
兵
から「食べてもいいよ」と言われ、彼が死んだ後、剣で切り取ろう
と
し
た
時
、
お
そ
ら
く
は
『
野
火
」
の
最
も
印
象
的
な
症
状
が
「
二
七
手
」
で起こる。
夜
、
な
お
も
雨
が
降
り
続
け
る
時
、
私
は
濃
い
葉
籏
の
下
を
選
ん
で
横
わ
っ
た
。
既
に
蛍
の
死
ん
だ
暗
い
野
に
、
遠
く
赤
い
火
が
見
え
た
。
何
の
灯
で
あ
ろ
う
。
雨
の
密
度
の
変
移
に
従
っ
て
、
暗
く
明
る
く
ま
た
た
き
、
ま
た
は
深い水底に沈んだように、量だけになった。
私
は
そ
の
火
を
怖
れ
た
。
私
も
ま
た
私
の
心
に
、
火
を
持
っ
て
い
た
か
ら
である。
或る夜、火は野に動いた。葬草や禾本科植物がはびこって、人
の通るはずのない湿原を貫いて、提灯ほどの高さで、揺れながら
近づいて来た。
私
の
方
へ
、
ど
ん
ど
ん
迫
っ
て
来
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
は
身
を
固
く
し
た
。
す
る
と
火
は
突
然
横
に
逸
れ
、
黒
い
丘
の
線
を
な
ぞ
っ
て
、
少
し
あ
が
っ
て
か
ら
消
え
た
。
私は何も理解することが出来なかった。ただ怖れ、そして怒っ
ていた。
（二七火）
幻
聴
が
手
記
執
筆
時
点
の
田
村
に
よ
っ
て
自
分
の
声
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
私は右手で剣を抜いた。
私
は
誰
も
見
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
も
う
一
度
確
め
た
。
そ
の
時
変
な
こ
と
が
起
っ
た
。
剣
を
持
っ
た
私
の
右
の
手
首
を
、
左
の
手
が握った。この奇妙な運動は、以来私の左手の習慣と化している。
（中略）
今では私はこの習慣に馴れ、別に不思議とも思わないが、この
時は驚いた。右の手首を上から握った、その生きた左手が、自分
の
も
の
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
私
が
生
れ
て
か
ら
三
十
年
以
上
、
日
々
の
仕
事
を
受
け
持
っ
て
来
た
右
手
は
、
皮
膚
も
厚
く
関
節
も
太
い
が
、
甘
や
か
さ
れ
、
怠
け
た
左
手
は
、
長
く
しなやかで、美しい。左手は私の肉体の中で私の最も自負してい
る部分である。
（中略）
「汝の右手のなすことを、左手をして知らしむる勿れ」
声
が
聞
え
た
の
に
、
私
は
別
に
驚
か
な
か
っ
た
。
見
て
い
る
者
が
あ
る
以
上
、
声
ぐ
ら
い
聞
え
て
も
不
思
議
は
な
い
。
声
は
私
が
殺
し
た
女
の
、
獣
の
声
で
は
な
か
っ
た
。
村
の
会
堂
で
私
を
呼
ん
だ
、
あ
の
上
ず
つ
た
巨
大
な
声
で
あ
っ
た
。
「起てよ、いざ起て……」と声は歌った。
私
は
起
ち
上
っ
た
。
こ
れ
が
私
が
他
者
に
よ
り
、
動
か
さ
れ
出
し
た
初
め
である。
二一九手）
7１
る
こ
と
は
本
論
（
上
）
に
お
い
て
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
新
約
聖
書
の
言
葉
は
田
村
の
意
識
か
ら
生
じ
た
幻
聴
で
あ
る
。
新
約
聖
書
の
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
６
．
３
で
は
、
こ
の
文
言
は
か
く
れ
て
施
し
を
行
う
こ
と
を
垂
訓
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
田
村
は
幻
聴
に
対
す
る
病
識
は
あ
る
が
、
本
文
内
を
一
貫
し
て
視
覚
に
関
す
る
異
常
に
は
総
じ
て
洞
察
が
弱
い
よ
う
で
あ
る
。
右
は
作
為
体
験
で
あ
る
が
、
次
章
の
「
三
○
野
の
百
合
」
で
は
軽
度
の
意
識
混
濁
を
背
景
と
し
て
幻
聴
と
幻
視
が
起
き
て
く
る
。
空
か
ら
も
花
が
降
っ
て
来
た
。
同
じ
形
、
同
じ
大
き
さ
の
花
が
、
後
か
ら
後
か
ら
、
空
の
奥
か
ら
湧
く
よ
う
に
移
し
く
現
わ
れ
て
、
光
り
な
が
ら
落
ち
て
来
た
。
そ
し
て
末
は
、
そ
の
地
上
の
一
本
の
花
に
収
數
さ
れ
た
。
手
だ
け
で
な
く
、
右
半
身
と
左
半
身
の
全
体
が
、
別
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
飢
え
て
い
る
の
は
、
た
し
か
に
私
の
右
手
を
含
む
右
半
身
で
あ
っ
た。私
の
左
半
身
は
理
解
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
反
省
な
く
、
草
や
木
や
動
物
を食べていたが、それ等は実は、死んだ人間よりも、食べてはい
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
花
は
依
然
と
し
て
、
そ
こ
に
、
陽
光
の
中
に
光
っ
て
い
た
。
見
凝
め
れ
ぱ
な
お
、
光
り
輝
い
て
、
周
辺
の
草
の
緑
は
遠
の
き
、
霞
ん
で
行
く
よ
う
で
あ
手と左手が別々に動いた。
「あたし、食べてもいいわよ」
と
突
然
そ
の
花
が
言
っ
た
。
私
は
飢
え
を
意
識
し
た
。
そ
の
時
再
び
私
の
右
なお、
った。
（注型
祈ろうとして祈川ソが口から出ないのは、分裂病における拒絶症の
一
症
状
で
あ
り
、
食
べ
よ
う
と
し
て
食
べ
れ
な
い
と
い
う
田
村
の
症
状
と
同
じ
症
状
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
右
手
と
左
手
の
異
な
っ
た
動
作
が
妄
想
へ
の
発
展
性
を
示
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
症
状
の
詳
細
は
現
実の裏打ちを欠いた全くの虚構ではない。直接の典拠ではないが、
〈注卵）
傍証として「現代精神医学大系』第十巻Ａ１《精神分裂病ＴＬａ》に
掲げられた症例をあげておく。
「野の百合は如何にして、育つかを恩へ、
労せず紡がざる
なり。
今日ありて明日炉に投げ入れらるる野の草をも、神はかく装い給
えば、まして汝らをや、ああ信仰うすき者よ」
声
は
そ
の
花
の
上
に
漏
斗
状
に
立
っ
た
、
花
に
満
た
さ
れ
た
空
間
か
ら
来
ると思われた。ではこれが神であった。
そ
の
空
間
は
拡
が
っ
て
来
た
。
花
は
燦
々
と
し
て
、
私
の
上
に
も
落
ち
て
来た。しかし私はそれが私の体に届かないのを知っていた。
こ
の
垂
れ
下
っ
た
神
の
中
に
、
私
は
含
ま
れ
得
な
か
っ
た
。
そ
の
巨
大
な
体躯と大地の間で、私の体は軋んだ。
私
は
祈
ろ
う
と
し
た
が
、
祈
り
は
口
を
突
い
て
出
な
か
っ
た
。
（三○野の百合）
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とにもかくにも、「野火』に記載された狂気が必ずしも無稽な想
像力によるものでないことは大体証明できたと思う。以上説明した
症
状
は
分
裂
病
の
第
一
級
症
状
で
あ
り
、
田
村
一
等
兵
が
精
神
分
裂
病
を
患
っ
て
い
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
論
文
読
者
に
理
解
で
き
る
と
思
う
。
（注狐）
したがって堀井正子の狂気否定説は謬見である。
さらに補足的批判を加えれば「正名と自然１帝国軍隊における一一一一口
症
例「細胞分裂によって一一つに割れて右と左にいった私は……すな
わ
ち
右
の
私
（
本
当
の
私
で
な
い
）
は
素
朴
な
私
で
赤
ち
ゃ
ん
み
た
い
。
け
れ
ど
そ
れ
が
コ
ー
ラ
ス
を
し
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し、絵をかく。フォークダンスするとき右の私はひろがり、たい
へん軽い無責任な気持ちになって足が動く。左の私（本当の私）
はダンスはしないで寝ていたいといったが、ダンスしているうち
に
み
え
な
く
な
っ
た
…
…
絵をかくときは右の私が、素直にありのままをみる。ドッジボ
ー
ル
を
す
る
と
き
、
左
の
私
は
、
人
に
ポ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
る
の
は
い
や
だ
と
とめる。けれど右の私は、ポールを人にぶつけて気が楽だ。
左の私は勉強する。けれど勉強がいやだというのも左の私だ。
左の私はいま弱くて、私はものを考えることも、文章をかくこと
も
で
き
な
い
。
右
の
私
が
大
き
く
な
っ
て
安
定
し
て
い
る
私
は
、
無
責
任
で
気
が
楽
だ
…
（注扣）
。。。」
ｓ現代精神医学大系』第十巻Ａ１《精神分裂病Ｉａ》）
語と『私芒において井口時男は、「野火』における「極度に内的な
状態と極度に社会的な状態の不意の連接」を問題にして、田村がそ
の「絶対に相容れないと思われる二つの状態」を「たちどころに踏
み越える」ことを「自我という実体の分裂ではなく、二つの一一一一口語ゲ
（注姻）
－ムの相互外在性に関わる問題」に帰している。井口はこの「踏み
越え」と「自我という実体の分裂」との関わりを否定しているが、
実は井口の言うところの「踏み越え」は分裂病ではよく見られる。
（注佃）
いわゆる二重見当識である。分裂病では妄想的態度と現実的態度と
を使い分ける態度を取り得るのであって、これは人格の一種の解体
〈注ど
の表徴であるとされる。井口論は一一一一口語ゲームと、王人公の生き方との
関わりを論じたものとして興味深いが、「野火』を論じた箇所には
「病」に対する洞察を欠いている。
『野火』において田村一等兵は妄想の中で見神体験に遭遇する。
田村一等兵は分裂病による認識の歪みを通して、戦場の〈事実〉の
中
を
栃
復
し
「
神
の
観
念
」
を
希
求
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
戦
場
の
〈事実〉と「神の観念」の希求とを連結するテーマが「狂気」であ
る、と本文構造上解釈することが可能であると稿者は考える。しか
し
小
説
世
界
の
解
釈
は
本
論
で
は
行
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
以上、この論文では田村一等兵の症状と病名の特定とにしぼって
論じてきた。稿者は精神医学の素人であるので、専門的知見からす
れ
ば
誤
り
と
見
な
さ
れ
る
箇
所
も
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
御
指
摘
い
た
だ
け
れば幸いである。
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（注〃）［英］団易目目【⑫旨口已［・曰シュナイダー【⑫◎旨①昼のＨが精神
分裂病の診断の際してとくに重視されてよいものとしてあげた一連
の症状。（「新版精神医学事典』四一一一ページ。参照注４）
（注肥）［英］ｓ・口、亘豈の目ロ、》目＆丘・回・｛ｓｏ巨頤頁弓・口、言円⑦⑫。ごｇ８
考想反響、思考化声、思考反響とも訳される。自分自身の考えが
声もしくは響きとして聞えてくること。声の聞える場所は自分の内
部でも外側でもよい。（参考『新版精神医学事典』一三九ページ。
参照注４）。
（注別）［英］曰昌①①壱＆ｇｏのざせられ体験ともいう。自分の意志
や思考、行為が他人の力によると感じられる体験。（参考『新版精
神医学事典』二六六ページ。参照注４）
（性別）［英］岳目、宮ミニ号、：一自分の考えが、他人によって抜
き取られてしまう、自分の考えが盗まれるというように、自分の考
えが他人によって奪われてしまうという体験。（「新版精神医学事典』
二九五ページ。参照注４）。
（注Ⅲ）［英］耳・己８ｍ冒函・帛昏・口、宮考想伝播とも訳される。自
分の考えが自分一人のものでなく、他人が、時には全世界がそれを
知っていると感じる体験。（参考『新版精神医学事典』一一三一ペー
ジ。参照注４）。
（注釦）［英］旨の尉頁の国威目‐』の一口⑩】・Ｐ』の一口⑪】・目一己の月の耳正常な知
覚に直接的に一定の誤った意味が付与されるもの。例えば患者は、
一匹の犬が直立した姿勢で自分に向って一方の前足を高くあげた。
これは天の啓示にちがいないと体験する。なぜそういう意味付けし
た
の
か
は
合
理
的
に
も
感
情
的
に
も
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
患
者
は
確信している（関係妄想）。知覚は必ずしも視覚に限らず、言葉、
に
お
い
な
ど
他
の
知
覚
で
も
同
様
に
起
こ
り
う
る
。
（
参
考
「
新
版
精
神
医
学
事典』七六九ページ。参照注４）。
（注詔）［英］」の一口、］。ご◎、◎す、の２畳目（弓の、の『の二◎の）周囲から、ある
いは街中などで他人から注目されているという妄想的確信。（参考
『新版精神医学事典』五四三ページ。参照注４）
（注剥）［英］目８３牙・ロ自切丘の四突然媒介なしに、自分は神であ
る
。
特
別
な
能
力
を
も
っ
て
い
る
。
迫
害
さ
れ
て
い
る
な
ど
と
思
い
つ
き
、
そ
の考えを確信するもの。（参考『新版精神医学事典』七七○ページ。
参照注４）。
（注弱）『新版精神医学事典』四一二ページ。参照（注４）。「人物
誤認」の項。
（注釦）［英］目８⑪８巳自分自身の姿を外界に見る幻覚。一部の
ことも全身のことも、等身大のことも小さいことも、過去の自分や
年
老
い
た
姿
の
こ
と
も
あ
り
、
患
者
か
ら
の
距
離
も
一
定
で
な
い
。
多
く
は
一
瞬ないし短時間だが、不安を伴い、疑いなく自分であるとの確信を
抱く。（参考「新版精神医学事典』三○一ページ。参照注４）。
（注辺参考「新版精神医学事典』六九○ページ。参照（注４）。「不
安」の項。
（注紹）［英］口の阻三】切白外部からの働きかけを理由なく拒否し、
反抗する態度をいう。例えば、座らせようとすると逆に立ち上がっ
たり、食欲が生じていても食事をとろうとしなかったりする。尿意
や便意が生じても排泄しようとしなかったりする場合もある。精神
分裂病の緊張型によく見られるが、器質性精神障害、症状精神病、
.【
7４
（注蛆）「正名と自然ｌ帝国軍隊における言語と『私』」。初出「群
像」第四七巻第十二号。一九九二年（平成四年）十一月。
（注蛆）［英］」・弓］の。１の員目目妄想などで誤った見当識（自分は
な
ぜ
こ
こ
に
い
る
の
か
、
こ
こ
は
い
っ
た
い
ど
こ
で
、
い
ま
は
い
っ
た
い
い
つ
な
の
か
、
ど
う
い
う
状
況
に
い
ま
自
分
は
お
か
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
自
己自身についての根本的な見当づけのこと）をもちながら、正しい
現
実
的
な
見
当
識
が
並
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
二
重
記
帳
と
も
い
わ
れ
る。（参考「新版精神医学事典』一二五・六○○ページ。参照注４）。
（注竺『現代精神医学大系』第一○巻Ａ１《精神分裂病Ｉａ》一
五三ページ。参照（注加）。
学事典」一七三ページ。
（性的）参照（注別）。
（注仙）参照（注別）。
（住い）二野火』論」。
心因性精神障害などでもみられることがある。（参考「新版精神医
学事典』一七三ページ。参照注４）。
’
六
三
ペ
ー
ジ
参照（注２）。
7５
